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1. はじめに 

工事概要 

本工事は「平成25 年度［第25-W2505-01 号］宇久須港海岸 海岸（津波・高潮危機管理）事業

【交付金（防災）】に伴う海岸保全施設（水門）耐震性能照査業務委託」において耐力不足が確

認された既存の水門の部位について、準拠基準に則りレベル2 地震動に対する耐震対策工法の詳

細設計を実施した結果に基づき、あと施工せん断補強工（ＲＭＡ工法）によって水門躯体へ「せ

ん断補強鉄筋（L=680mm～L=7300mm 675本）」を打ち込み補強する工事である。 

 

工 事 名 ： 令和４年度［第３４‐Ｗ２５０１‐０１号］宇久須港 

海岸津波・高潮危機管理対策工事（柴川水門耐震補強）（１１‐０１） 

発 注 者 ： 静岡県下田土木事務所 

工 事 箇 所 ： 賀茂郡西伊豆町宇久須地先 

工 期 ： 令和 4年 12 月 6日～令和 5 年 6 月 30 日 

工 事 概 要 ： 水門耐震補強工 あと施工せん断補強工（ＲＭＡ工法） 

位 置 図 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事施工箇所 



あと施工せん断補強工（ＲＭＡ工法）施工範囲 

 

 

 

2. 工事現場における問題点 

 本工事は宇久須港に接しているため、せん断補強工の施工に

先駆け、宇久須港からの海水流入を大型土のう及び遮水シート

を設置してせき止め、河川上流からの流水についてはφ1500mm

のコルゲートパイプにより宇久須港へ放流する計画である。 

 また、当初計画では、河川センターより右岸側を 1 次施工、

左岸側を 2次施工に分けて施工を行う計画である。 

せん断補強工の施工期間については、施工業者と打合せを行

った結果、約 3か月ほしいとのことだった。 

上記のことから計画通りの仮締切工法により止水の効果が得

られるのか、また、せん断補強工の施工に必要とする 3か月間

継続して止水効果を維持することが出来るのかについて検討を

行ったところ以下の対応策が課題となった。 

 

1. 河川の排水に用いるコルゲートパイプ（φ1500mm）につ

いて、材料の有無等をリース会社へと確認を行ったとこ

ろ、この地域のリース会社では、取り扱いのある店舗は

無いとの回答を得たためコルゲートパイプ（φ1500mm）

に代わる排水方法の検討が必要。 

 

2. 大型土のうの隙間から海水が流入するのを防ぐ目的で、 

遮水シートを設置する計画となっているが、干潮時にお

いて水深 0.6ｍの水中にて大型土のうを並べた凹凸のあ

る面へと海水を含み重量（約 90kg）のある遮水シート

を人力で設置するのは困難であることが予想できたた

め、人力で可能な施工方法の検討が必要。 

施工箇所 
宇久須港 
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3. 海底地盤が砂地の為、大型土のうの下部より海水が流入する恐れがある。（ボイリング対策

の検討が必要） 

 

 

3. 対応策・改善点と摘要結果 

1）φ200mm 及びφ150mm の水中ﾎﾟﾝﾌﾟによる排水 

 コルゲートパイプ（φ1500mm）に代わる排水設備の

検討に際し、河川を流れる水量について調査を行った

結果、平常時では 1 分間に 3,000 リットル程度であっ

たため、φ200mm の水中ポンプによって十分排水が出

来ることが確認できた。 

 また、大雨などの出水時には、大型土のう天端を護

岸高さより低く設定することで、増水時には大型土の

うの上をオーバーフローして宇久須港へと流出させることで、河川の氾濫を予防するよう対策を

行った。 

 

2）コンクリートによる止水壁（W=300mm、H=1700mm）の設置 

 当初計画では、大型土のうと大型土のうの間の部分

は、海底地盤への荷重がかからないため、周囲の海水

が仮締切内部へと流入する恐れがあった。 

 これを防ぐため、コンクリートの止水壁（W=300mm、

H=1700mm）を設置して、コンクリート重量にて海底地

盤へ均等に荷重をかけることでボイリング対策を行

った。 

 また、止水壁を打設するにあたり、大型土のうの隙

間よりコンクリートが流出するのを防止するため、海側へ鉄板を設置、川側へ遮水シートを設置

し型枠の機能を持たせたことで、コンクリートの沈下移動を防ぐことが出来たとともにひび割れ

による流入も防ぐことが出来た。 

 

3）1次施工、2次施工を分けずに一括施工による工事期間の短縮

当初計画では、コルゲートパイプ（φ1500mm）を使

用することから、右岸側（1 次施工）の施工を行い、右

岸側の施工が終了次第、仮締切を移設し、左岸側（2 次

施工）を行う計画であったが、コルゲートパイプ（φ

1500mm）の手配が出来ないことから、河川を流れる平

常時水量からφ200mm の水中ポンプによって排水を計

画した。また、降雨時の河川の増水状況を観測した結

果、φ200mm の水中ポンプを 3 台追加して対応できる

ことがわかったため、河川を全面締め切る工法へと切り替えたことにより、施工途中で仮締切を

鉄板 

遮水シート 



切り替える工程及びせん断補強工で使用する足場の移設工程を省くことが出来、約 2週間の工程

短縮を行うことが出来た。 

 

 

    

4. 終わりに 

 本工事の施工にあたり発注者をはじめ協力業者、地元住民等との協力及び連絡調整によって、工事

施工中のトラブル等が発生することなく、また、柴川をせき止めたことによる、豪雨増水による災害

の発生も無く工事を完工することが出来ました。 

  

 

完成写真 

 


